
TEAC  LX・WXシリーズ 用 データ収録・ＦＦＴ／後処理トラッキング解析パッケージＶＥＲ２ 
 

 

 

 

 

        
 
 
 

機 能 概 説 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （SV2-GAI 2020/06） 

SpectraView®Ver2

（ｒ）（ｒ） 



 

１ 

１．SpectraView®Ｖｅｒ２    
 

SpectraView データ収録・ＦＦＴ／後処理トラッキング解析ソフトウェアは、当社が長年、計測制御関連のソフト

ウェア開発を行う中で、多くの納入事例をベースとして自信を持って発売した製品です。この度、多数ご利用いた

だいているお客様からのご要望を組み込み、さらに機能向上を図りました。 

振動・音響関連のデータ解析に必要な周波領域の計測を行なう為のソフトウェアパッケージは数少なく、処理機能

も限定されたものが中心でした。当社では、ティアック㈱のLX、WXシリーズとパソコンとを組み合せて、データ収録

作業から解析に至るまで一貫した処理が簡単に行えるものとして当パッケージを開発しました。 

今後とも、皆様方の開発業務に貢献すべく努力して参ります。 

 

 

２．SpectraView® の特徴 

 

● SpectraView データ収録・ＦＦＴ／後処理トラッキング解析ソフトウェアは、ティアック㈱のＬＸ、WXシリーズと

パソコンとを組み合わせて簡単にデータ計測・解析を行うことができます。 

 

 

[SpectraView の主な特徴] 

 

（１） パソコンによるデータ収録は最大約1.6MB/sec(8ch × 100kHz 相当)のパフォーマンスがあります。 

接続するパソコンによってはこの性能が出ない場合があります） 

（２） マニュアル、ワンショット、リピートトリガを使用でき、３チャネルのＡＮＤ／ＯＲ条件を指定可能です。  

また、指定した時間によりファイルを自動分割する収録も可能です。 トリガファイルにメモを入力できます。 

（３） パソコンを持ち込めない環境では、LX、WX本体でTAFFmat収録し、これをSpectraViewにインポートする

ことができます。 その他、ＣＳＶ形式のデータファイルも読み込めます。 

（４） ＴＹグラフ・ＸＹグラフ・バーグラフ・４チャネルＦＦＴグラフのリアルタイム表示が行えます。 

画面の表示は、シングル、マルチグラフと画面パターンを切り替えられます。 ＦＦＴグラフ表示でピークリスト

表示も可能です。 画面構成は試験条件に保存することができます。 

（５） 取り込んだ計測データを再度呼び出して、ＴＹ、ＸＹ、ＦＦＴグラフ表示をはじめ、ＦＦＴ3次元グラフ、カラーコンタ

－表示や印刷、演算、フィルタ処理、平均処理、音声再生機能、テキストファイル変換等、多彩な解析処理が

行えます。 

（６） ハンマリング試験にもご使用いただけます。多チャンネル伝達関数（FRF）が可能です。 

（７） 計測条件は、テンプレートとして保存ができます。次回の計測はテンプレートを使用してすぐに開始できます。 

（８） 後処理でのトラッキング解析機能をオプションソフトウェアとしてご提供します。 

（９） お客様のご要望により、有料でパッケージの改造を行います。 

 

 

 

ティアック㈱ 

LXシリーズ･WXシリーズ 

 
LAN 
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

･最大約1.6MB/secでPCへ収録可能 

 (8ch × 100kHz 相当) 

･TY､XYｸﾞﾗﾌ･ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ、4ﾁｬﾈﾙ FFTの 

 ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示が可能｡ 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ／ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ 

カラープリンタ 
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３．SpectraView® の使用分野 

 

SpectraView は高速な物理現象を捉え、解析する広範囲な試験研究に使用できます。 

 

■車載でのブレーキの性能試験用としてダイレクトにデータを収録・解析 

 

小形軽量でＤＣ電源にも対応しているＬＸシリーズとノートパソコンとを組み合わせて、車載でのブレーキの性能

試験に使用できます。 

従来、大量のデータをデータレコーダで計測し、再度そのデータを再生するなど多くの時間をかけて処理してい

た作業も不要になり、解析作業の効率化が図れます。 

 

 

――― 振動・加速度 

     ――― 速度・トルク 

     ――― 液圧 

     ――― 各部温度 

     ――― 騒音 等 

 

■シャーシーダイナモでの車内空調騒音評価試験用に 

 

熱効率のよい空調システムを設計開発するとともに、空調システムの騒音解析用に使用します。 

 

――― 騒音 

     ――― 冷媒流量・圧力 

     ――― ファン回転数 

     ――― 車内・外気温度 

     ――― 湿度 等 

 

 

■大型モータ評価試験計測用に 

 

産業用の大型モータの修理・保守を行なう際に、各部の振動・温度・騒音等を総合的に計測します。 

軸受等の振動を計測して、連続稼動を行なう必要がある大型モータの故障予知保全に役立つデータを 

計測するとともに、保守作業の効率化に役立ちます。 

 

――― 振動・騒音 

     ――― 各部温度 

     ――― 電圧・電流・電力 

     ――― 回転数 

     ――― 外気温度 

     ――― 湿度 

     ――― その他動作データ 

 

■ガスタービン発電設備評価試験 

発電効率が高く、低騒音、低公害の発電設備を設計するために、各種データを収録分析します。 

起動・停止時の、回転数の変化に対応する振動・騒音や温度の変化の測定に使用できます。 

 

――― 振動・騒音 

     ――― 各部温度 

     ――― 回転数 

     ――― ガス圧力・流量 

                  ――― 燃料流量 

――― ガス濃度・圧力 
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SpectraView®はデータ収録から解析までを効率良く処理できます 
 

■従来ご使用いただいているＦＦＴ専用機を使用した場合と比べて大幅に時間を短縮できます。 
 

「従来のＦＦＴアナライザを使用している場合」            「SpecｔraViewを使用した場合」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■データ収録工数の削減が可能です 
 

・トリガ計測で、繰り返し収録ができます。 測定データはパソコンのHDDにダイレクトに記録します。 

・生データとＦＦＴデータのグラフでの同時モニタが可能です。 

 

■解析工数の大幅な削減ができます 
 

・SpectraViewは収録データを直接HDDに保存します。後処理でFFT解析を行う場合、この収録データを元に解

析するため、ＦＦＴ解析パラメータを変更して再度解析することも容易です。 

・チャネル間演算もサポートします。 
 

■レポート作成の工数を削減できます 
 

・レポートを作成する場合、従来のＦＦＴアナライザのプリンタで印刷したチャートを添付したり、文書に切り貼りし

たりと  

面倒な手間がかかるだけでなく、体裁も悪いものになります。 SpectraViewでは後処理で画面イメージをクリッ

プボードに出力できますので、これをダイレクトにExcelやWordに貼り付けができます。 

   試験報告書などに、この画面を貼り付けることで効率的にレポートを作成できます。 

繰
返
し
作
業
で
大
変
！ 

Word  Excelで 

レポート作成 

データレコーダで 

データを収録 

 

ＦＦＴアナライザ 

で解析する 

データレコーダで 

データを再生 

 

ＰＣでレポート作成 

手間がかかる 

ＬＸ／WＸシリーズ 

 

低解像度 

SpectraView 

リアルタイム収録 

FFT／トラッキング解析 

レポート 

レポート 

SpectraViewは、 

・計測データをリアルタイムにHDDに収録します 

・収録時、生データとＦＦＴグラフの同時モニタが可能です 

・生データ、FFTデータをCSV形式で出力します 

・画面イメージをクリップボードに出力します 

レポートの作成に便利です 

・バッチ解析処理をサポートします 
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４. SpectraView®Ｖｅｒ２を使用するには？ 

 

(1) 対応パソコン 

① ＯＳ： Windows 10 

② ＣＰＵ： Corei5以上の高速なもの 

③ メモリ： 8GＢ以上必要 

④ ハードディスク 50ＧＢ以上の空き容量  （チャネル数、サンプリング周波数、収録時間によります） 

 ⑤ディスプレイ： カラーＸＧＡ(1024×768)以上 

 ⑥Windows対応のプリンタ（出力形式はＡ４／Ｂ４です） 

 ※ データ収録中は、パワーマネージメント機能／スクリーンセーバーを使用しないで下さい。 

 

(2) 使用フロントエンド 

① LXシリーズ    ティアック㈱   本体最大６４チャネル入力、４台同期オプションで最大２５６ｃｈ 

  対応アンプ ： DC入力アンプ、PAアンプ、ひずみ入力 アンプ  

使用インターフェース  ： イーサネット（パソコンと直結する場合にはリバースケーブルを使用します） 

 

  ※４台同期運転はオプションソフトで対応します。 
 

② WXシリーズ   ティアック㈱   最大128チャネル入力 

対応アンプ ： 

ＤＣ入力アンプ         

ＡＣ入力アンプ 

ＩＣＰ入力アンプ（アンプ内蔵圧電型加速度センサ） 

  

アンプ毎にサンプリング周波数を指定できるマルチサンプリングをサポートしています。 

 使用インターフェース  ： イーサネット 

                        

 

 

 ＜構成例＞ＬＸシリーズとWindowsパソコンを使用した標準的なシステム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●使 用 機 器 一 覧 

①Windowsﾊﾟｿｺﾝ       CPU Corei5 メモリ 8GB   Windows10 

②ＬＡＮケーブル 

③カラーインクジェットプリンタ    

④リアルタイムレコーデイングユニット ＬXシリーズ８チャネル ＤＣ入力   テイアック㈱ 

⑤SpectraViewデータ収録・ＦＦＴ解析パッケージ 

ＬＸシリーズ  

８ﾁｬﾈﾙＤＣ入力 

Windowsﾊﾟｿｺﾝ 

Corei5 

8GBﾒﾓﾘ 

ｶﾗｰﾌﾟﾘﾝﾀ 
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５. SpectraView®Ｖｅｒ２ の機能 

  

５．１ データ収録機能について 
 

データ収録はメニューの計測開始を選択するか、ツールバーをクリックすることにより開始します。 

 

(1) データ収録開始はあらかじめ条件設定機能で登録しておくことにより、リストボックスから計測条件を選択す

るだけでできます。ＬＸ、WXシリーズのレンジ設定やアンプ情報もあらかじめパソコン側に登録可能ですので、

非常に簡単な操作で実行できます。 ＴＥＤＳ（アンプ内蔵型センサ）にも対応でき、センサ情報の指定を読み

込むことができます。 

 

(2) 収録を行うパターンは、以下の測定モードから選択できます。又、計測ファイルはトリガ単位に作成されます。 

トリガファイルにメモ入力が可能です。 計測後に入力されたメモの変更も可能です。 

 

①マニュアルトリガ   測定開始／終了を手動で行います。 

②ワンショットトリガ   下記のトリガ条件で１回だけ測定します。 

③リピ－トトリガ     下記のトリガ条件で繰返し測定します。 

④タイムトリガ   連続収録（ﾌｧｲﾙ分割）とインターバル収録を行います。 

 

・トリガ条件   オントリガ３チャネルのＡＮＤ／ＯＲ条件 

          オフトリガ３チャネルのＡＮＤ／ＯＲ条件 

          プレ／ポストトリガ ０～５０００ｍｓｅｃ、最大９９９９トリガ設定可能 

 

※１ 上記条件はサンプリング周波数により一部制限があります。 

※２ トリガの種類とファイルの作成方法 
 

①マニュアルトリガ：オン／オフ操作はマウス又はキー操作で行います 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ワンショット／リピートトリガ：あらかじめトリガ条件を登録することでトリガ判定はSpectraViewが行います。

ワンショットの場合は１回のみ、リピートトリガの場合には指定回数分 

トリガ判定が繰り返されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オン操作 

プレトリガ ポストトリガ 

この部分がファイル保存されます 

オフ操作 

オントリガ 

プレトリガ ポストトリガ 

この部分がファイル保存されます 

オフトリガ 
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③時間トリガ：以下の２つのファイル保存方法があります。この場合、プレトリガ／ポストトリガは 

付加されません。 
 

 ａ．断続収録（分割保存条件なしの場合） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ｂ．連続収録（分割保存条件ありの場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

※３ トリガ指定画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存間隔 

保存対象 

保存間隔 保存時間 

保存対象 保存対象 



 

７ 

(3)サンプリング周波数 

 

  サポートしているアンプの全周波数に対応します。詳しくはカタログを参照ください。 

 

LXシリーズ： 

全チャネル同一のサンプリング周波数です。 

  実効転送レートは最大約1.6MB/secとなりますが、パソコンの性能によってはこれに満たない場合があり 

ます。 

 WXシリーズ： 

  実装しているアンプ毎にサンプリング周波数を設定できます。 

  実効転送レートは最大約1.6MB/secとなりますが、パソコンの性能によってはこれに満たない場合があり 

ます。 

 

(4)データ測定中の画面表示（以下のグラフを組み合わせてマルチグラフ表示が可能） 

 

Ｔ－Ｙグラフ  128チャネル同時表示、グループ登録可能 

Ｘ－Ｙグラフ  128ライン同時表示、  グループ登録可能 

バーグラフ  １６チャネル同時表示、最大128チャネル、ページ切替可能 

ＦＦＴグラフ  １～４チャネル表示 

ＦＦＴフレーム長 ６４～３２７６８、低周期のＦＦＴも可能です。 

 

 

※１ 画面のリフレッシュ間隔は最短１００ｍｓｅｃです。 

※２ 計測時のグラフの最大ライン数は計測データ量や使用するパソコンの性能によります。 

    詳細につきましてはお問合わせください。 

 

※３ 画面表示パターン 

 
      シングル         マルチ２         マルチ３          マルチ４     
 
 
 
 
 
 
   １個のグラフを表示   縦に２段の表示     縦に３段の表示      縦に４段の表示 
 
      マルチ３Ａ        マルチＢ          クロス        
 
 
 
 
 
 
 

※４ リアルタイム画面表示例 (マルチ４、クロス） 
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５．２  データ解析（後処理）機能について 
 

（1） 計測したファイルを呼び出し、画面上でグラフを表示して以下の多彩な解析処理を行うことができます。 

 

① グラフの画面表示機能 

 

・Ｔ－Ｙグラフ     128チャネル同時表示、グループ登録可 

・Ｘ－Ｙグラフ     128ライン同時表示、グループ登録可 

・ＦＦＴグラフ      １～４チャネル表示 

              ＦＦＴフレーム長  ６４～３２７６８ 

             窓関数        レクタンギュラ、ハニング、フラットトップ、指数 

             表示単位        PWR/Peak/rms/P-P/dB 

             特性補正      Ａ特性、Ｃ特性 

          平均処理        ピークホールド、加算平均、指数化平均 

                周波数領域関数 スペクトル、クロススペクトル、コヒーレンス、伝達関数(FRF) 

              自己相関関数、相互相関関数 

・ＦＦＴカラーコンター  

・ＦＦＴ３D＋スペクトル＋Ｔ－Ｙグラフ 

・ＦＦＴ３D＋スペクトル＋Ｔ－Ｙスペクトルグラフ（特定周波数） 

 

② 演算機能    

 

 ａ．チャネル間演算  計測チャネルのデータ演算には以下の演算子を使用できます。 

 

   ・単項演算子（＋、－） ２項演算子（＋、－、＊、／、％） 

   ・関数名 絶対値、べき乗、平方根、指数、自然対数、常用対数、無限値置換 

       サイン、コサイン、タンジェント、アークサイン、アークコサイン、アークタンジェント 

   ・定数  円周率（ｐｉ） 

 

 

※１ 演算式の例  vc1 = ch1 * 0.78 - abs(ch3) 

※２ 演算結果を出力する仮想チャネル（ＶＣ１）は９９９ｃｈまで可能です。 

 

※３ 演算式指定画面例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演算実行 

演算式一覧表示 

演算式入力画面 
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ｂ．フィルタ処理  計測、仮想チャネルにフィルタ処理を行います。 

 

・フィルタの種類 

  ＦＩＲフィルタ（Finite Impulse Response Filter：有限パルス応答フィルタ） 

         インパルス応答波形を入力したときの出力信号が、ある決まった時間（有限時間）だけ出力す

るフィルタ 

  バターワースフィルタ（Butterworth filter） 

通過帯域が数学的に可能な限り平坦な周波数特性となるよう設計されているフィルタ 

 

・カットオフ周波数 ＦＩＲの場合：－６ｄＢ、バターワースの場合：－３ｄＢ 

 

※１ フィルタ指定画面例 （ＦＩＲローパス） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｃ．微分  計測、仮想チャネルに微分演算を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ｄ．積分  計測、仮想チャネルに積分演算を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カットオフ周波数 

フィルタの種類 

ＦＩＲローパス 

ＦＩＲハイパス 

ＦＩＲバンドパス 

バターワースローパス 

バターワースハイパス 



 

１０ 

ｅ．時間平均  計測、仮想チャネルに平均化処理を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ アベレージング機能  現在画面表示している以下のグラフにアベレージング処理を行います。 

 ＦＦＴ３Ｄ、ＦＦＴ２Ｄ、ＦＲＦ、コヒーレンス、クロススペクトラムグラフ。 

 

・アベレージング設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  データ抽出機能  現在画面表示している以下のグラフにピーク、最大、最小、平均処理行います。 

  

・ＴＹ／ＸＹグラフの場合は最大値、最小値、平均値、ピーク（最大振幅）を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向 オーバーラップ 

 

トリガ 

（１フレーム） 

カーソルで指定した範囲または、フレーム数で指定され

た範囲を対象に平均化処理を行います。 

赤カーソル位置から１フレームを対象に、複数のトリガフ

ァイルに対して平均化処理を行います。 

アベレージング ピークホールド 

加算平均 

指数化平均 

範囲内のフレームのピークを保持します。 

範囲内のフレームの加算平均を行ないます。 

範囲内のフレームの指数化平均を行ないます。 

オーバーラップ アベレージング処理を行う時にフレームの一部をオーバーラップして処理しま

す。 

フレーム オーバーラップの指定がある時に有効です。 

カーソル位置（赤と青カーソルの時間の若い方）から、指定フレーム分を平均

化の対象とします。 

「０」または空白の場合はカーソル範囲が対象となります。 

移動平均か指数平均かを選択する 

平均化する範囲（データ数／時間） 

を選択する 



 

１１ 

・ＦＦＴ２Ｄ、ＦＲＦ、コヒーレンス、クロススペクトラムグラフの場合はピーク値を８点抽出します。 

尚、この表示内容をＣＳＶファイルに出力できるほか、クリップボードにも転送可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＦＦＴカラーコンター、ＦＦＴ３Ｄグラフの場合は時刻付でピーク値を８点抽出します。 

尚、この表示内容をＣＳＶファイルに出力できるほか、クリップボードにも転送可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤音声再生機能        現在画面表示しているグラフのチャネル、データ範囲を指定してパソコンのサウンドカ

ードで再生します。ＴＹグラフの場合には再生位置を示すカーソルが動きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再生するチャネルを選

択する 

再生範囲はグラフ上

のカーソルで指定 

ＷＡＶファイル 

保存も可能 

再生する方法を 

選択する 



 

１２ 

⑥ファイル分割     計測、仮想チャネルデータの任意区間切出しができます。 

 

ａ． 選択範囲分割  表示されているグラフの範囲をファイル分割します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ． トリガ分割  トリガ条件を指定してファイルを自動分割します。 

              トリガ条件はデータ収録時と同様の指定ができます。分割保存条件も指定可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ バッチ処理機能    複数のトリガ計測データに演算処理やデータ抽出、ＣＳＶ出力、分割処理、印刷処理

を連続して実行できます。大量のデータ処理を自動的に行えるので大変便利です。 

 

⑧ データインポート機能  TAFFmat（TEAC Data Acquisition File Format）読み込みをサポートします。 

                          ＣＳＶ形式のファイルを読み込むことも可能です。 

 

LXの場合：ＬＸ本体のメモリ⇒パソコン、ＬＸ本体のメモリ⇒ＬＸ本体のSDカード 

          ＬＸ本体のSDカード⇒ＰＣ 

                  

この範囲を別ファイルにする 



 

１３ 

 

⑨ データエクスポート機能  画面に表示されている計測データやＦＦＴ演算結果をＴＡＦＦｍａｔ／ＣＳＶ形式

でファイルに出力します。 

ＣＳＶ形式はＥｘｃｅｌなどの表計算ソフトで読込み可能です。 

 

 

表示されているグラフ 出力されるデータ 

ＴＹグラフ 時系列データ、ｒｍｓ（実効値）表示もできます 

ＸＹグラフ ＸとＹが対になったデータ 

ＦＦＴ-２Ｄグラフ ＦＦＴ １フレーム分のスペクトルデータ 

ＦＦＴカラーコンター 

ＦＦＴ-３Ｄグラフ 

ＦＦＴ Ｘ（周波数）Ｙ（振幅）Ｚ（時間）軸の 

データ 

FRF（伝達関数） 入力系と出力系のパワースペクトルの 

１フレーム分の振幅と位相データ 

コヒーレンス ２つのシグナル間の類似点を反映したパワー 

スペクトルを生成する 

１フレーム分の振幅と位相データ 

クロススペクトラム ２つのシグナル間の共通の成分を反映したパ

ワースペクトルを生成する 

１フレーム分の振幅と位相データ 

 

 

⑩ グラフ印刷機能 

 

・Ｔ－Ｙグラフ印刷           Ａ４、Ｂ４ 

・Ｘ－Ｙグラフ印刷           Ａ４、Ｂ４ 

    ・ＦＦＴグラフ印刷             Ａ４、Ｂ４ 

    ・ＦＦＴカラーコンタグラフ印刷   Ａ４、Ｂ４ 

  ・ＦＦＴ３Ｄグラフ印刷        Ａ４、Ｂ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１４ 

 

５．３ SpectraViewの主な画面表示機能について 
 

(1)Ｔ－Ｙグラフの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)Ｘ－Ｙグラフの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャネル名、 

スケール最大・最小値 

単位、瞬時値、を表示 

時間軸の間隔を

指定 

後処理ではクロス

カーソルを指定し

てΔＴ、ΔＹを表示 

できます 

Ｙ軸、Ｘ軸の拡大／縮小

表示ができます 

Ｘ軸（時間）のスクロー

ル表示ができます 

１グラフには最大１２８

チャネルまで表示でき

ますが、通常はグルー

プに分けて表示します 

ＸＹグラフに表示する時

間範囲が指定できます 

Ｙ軸スケールを上

下に移動させる 

Ｘ軸スケールを左

右に移動させる 

チャネル名、 

スケール最大・最小値 

単位、瞬時値、を表示 



 

１５ 

 

(3)ＦＦＴ２Ｄグラフの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)マルチ３Ａグラフの例（ＴＹ、ＦＦＴ２Ｄ、ＸＹ表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーソル位置の周波数

とスペクトルレベルを表

示します 

パワースペクトル

のスケールを選択

します 

ＦＦＴ演算の条件

を表示します 

 この時間範囲を
ＸＹ表示します 

（同期表示） 
 ＴＹのこのポイント

位置のＦＦＴを表

示します 



 

１６ 

 

(5)クロスグラフの例（ＴＹ、ＦＦＴ２Ｄ、カラーコンター、ＸＹ表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)マルチ４グラフの例（ＴＹ、ＦＦＴ２Ｄ、カラーコンター表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｘ軸が時間となりま

す 

Ｙ軸が周波数となり

ます 

色がスペクトルレベ

ルとなります 



 

１７ 

 



 

１８ 

（７）ＦＦＴ３Ｄグラフの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＹグラフ 

カーソルで

任意の時間

を指定 

窓関数、分解能

等のＦＦＴ演算の

条件を表示 

ＦＦＴグラフ 

１フレーム分を 

表示 

３Ｄ表示は 

Ｘ軸が周波数、 

Ｙ軸は振幅、 

Ｚ軸方向は時間の

経過を示す 

周波数軸に最大

８本のカーソルを 

使用して振幅値

を表示可能 

表示するファイ

ルを指定 

Ｙ軸のスケール

を指定 

スライドバーで時

間を移動させる 

カーソルで周波

数を指定 



 
 

１９ 

５．４  トラッキング解析（後処理）機能について（オプション機能） 
 

SpectraViewデータ収録・ＦＦＴ解析パッケージで収録・解析する振動データは産業機械や家電製品等、非常

に幅広い分野が対象になります。その中でも適用分野が広く非常に身近な所で使用されている回転機械に関す

る振動分野は自動車・エアコン・ＤＶＤレコーダなどの家電製品からあらゆる産業機械や発電機などの社会インフ

ラまで非常に多数存在します。 

 

回転機械の振動は軸受や歯車にアンバランスやミスアライメント、キズが存在すると、回転数に比例した

振動周波数が振幅変調を受け、中心周波数の両サイドに余分なピークが発生します。さらに歯車のように

歯の大きさや切り込みにアンバランスがあると１回転ごとに振動周波数が変調されうなりや余分な振動を

生じます。これらが次第に大きくなると装置全体に悪影響を与えることになります。 

 

エンジンやコンプレッサ、発電用タービンのように低速から高速回転までの幅広い周波数変動がある回転

機器にとっては、回転数の変化と装置を構成する部品（回転軸、装置のカバー、基台装置等）が持つ固有

振動数との共振現象が大きな問題になります。 

従って、回転振動の解析ポイントは回転数を変化させた時の振動、騒音レベルの変動をグラフ化し、共振

状況を把握できるようにすることが基本になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラッキング解析オプションはSpectraViewデータ収録・ＦＦＴ解析パッケージで収録したファイルを再度呼び出

して、定幅トラッキング、リサンプリング方式による定比トラッキング、周波数トラッキング解析を行ないます。 

後処理による解析のため、処理対象チャネル数はWX／LXシリーズを使用してSpectraViewで収録するチャ

ネル数に依存します。 

トラッキング解析はオプションパッケージでのご提供となり、以下の３種類の手法を選択して解析できます。 

 

●SpectraView後処理トラッキングオプションで可能な解析方法 

 

a．定比トラッキング 回転数をパルス（例：１回転／１パルス）でサンプリングし、それを基にソフトウェア

でリサンプリング処理を行う手法です。 

 

b．定幅トラッキング ＦＦＴスペクトルから該当次数を切り出します。回転数はF/Vアンプのデータを使用

します。（回転パルスから変換することも可能です） 

 

c．周波数トラッキング ＦＦＴスペクトルを回転数⊿で切り出します。回転数はF/Vアンプのデータを使用し

ます。（回転パルスから変換することも可能です） 
 

  ※2  ppsとはパルス数／ｓｅｃです 

 

102,400 12,800 100 32 200 64 200 128 200 256 200 512 100 32
51,200 6,400 50 16 100 32 200 64 200 128 200 256
25,600 3,200 25 8 50 16 100 32 200 64 200 128
12,800 1,600 12.5 4 25 8 50 16 100 32 200 64

※１ 最大pps は サンプリング周波数の1/8 としています。(デューティ比に注意が必要です)

サンプリング周波数
(Hz)

最大pps
※1 24000 12000 1500

最大回転数(rpm)
6000 3000

最大解析次数 最大ｐｐｒ



 
 

２０ 

（１）定比トラッキング       ソフトウェアでのリサンプリング方式 

 

  本来、回転数トラッキング解析を行なうには、振動データの収録は回転数に比例したサンプリング処理にする必

要があります。しかしながら、市販されているデータロガーの大半は、パルス入力と振動データ入力のサンプル

レートが同一であるため、１ｋＨｚでサンプルしても低速回転の場合には、１個の回転パルスも収録できないこと

になります。つまりそのままでは低速回転での分解能が極端に悪くなってしまいます。そこで、回転数に関係な

く一定のパルス数を確保するためにトラッキング解析の前にリサンプル処理を行います。 
 

WＸ／LXシリーズを使用してSpectraViewで収録した振動データは回転数の変化に関係なく一定周期でサ

ンプリングしたものです。それを振動データと同一のサンプリングレートで収録した回転パルス（例：１回転／１

パルス）を使用してソフトウェアでリサンプル処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この図は最大解析次数６．２５次（1回転当たり１６ポイント） のサンプリング例です。 

最大解析次数が１２．５の場合は、１回転当たり３２ポイントのデータをサンプリングします。 

 

 

最大解析次数 400次   最大分解能 1/32 

対応回転数 20rpm～    回転パルス 0.5ｐｐｒ～ DCアンプまたはLX-１20タコ入力で収録します。 

 

 

 

（２）定幅トラッキング      ＦＦＴ解析された周波数成分から任意の次数を切り出します。 

 

  定幅トラッキングの場合には、回転数の変化に関係なくデータロガーの内部サンプリングクロックを使用して 

一定周期でサンプリングしたデータを使用します。つまり、サンプリングレートを指定し、WX／LXシリーズを使

用してSpectraViewで収録した振動データをそのまま使用します。 

そのデータをＦＦＴ処理し、任意の次数成分を抽出することでトラッキング解析を行ないます。従って、定幅トラッ

キングの場合には回転パルスはトラッキング解析には不要であり、回転数はＦ／Ｖアンプで入力しますが、回転

パルスから変換することも可能です。 

 

 

最大解析次数 400次 （データ取込時のサンプリング周波数に依存します） 

対応回転数  F/Vアンプ、LXタコ入力の仕様に依存します 

最大分解能  1/32 

回転パルス  LXタコ入力、外部F/Vアンプ F/Vの仕様に依存します 

 

 

 

 

 

１回転 １回転

16ポイント 16ポイント

ｔ

回転パルス

振動等

リサンプル処理：

回転数の変化に関

係なく一定数のデ

ータを用意する 



 
 

２１ 

（３）定幅周波数トラッキング  ＦＦＴ解析された周波数成分から回転数の変化を切り出します。 

 

  定幅周波数トラッキングの場合には、定幅トラッキング解析の場合と同様に回転数の変化に関係なくデータロ

ガーの内部サンプリングクロックを使用して一定周期でサンプリングしたデータを使用します。 

そのデータをＦＦＴ処理し、解析された周波数成分から回転数の変化を切り出すことでトラッキング解析を行ない

ます。この場合にも回転パルスは不要であり、回転数はＦ／Ｖアンプで入力しますが、回転パルスから変換する

ことも可能です。 

  定幅周波数トラッキングの場合には次数比分析はできません。 

 

対応回転数  F/Vアンプ、LX-１000タコアンプの仕様に依存します 

最大分解能  1/32 

回転パルス  LX-１000タコ入力、外部F/Vアンプ F/Vの仕様に依存します 

 

●参考：トラッキング解析手法まとめ 

 

 

トラッキング解析 

手法 

回転数

入力 

方法 

次数

比 

位

相

算

出 

リサン

プル処

理 

次

数

精

度 

回転数変化 表示可能グラフ 

定比トラッキング パルス ○ ○ 必要 高い 追従し易い 

定比トラッキング 

（３D表示） 

回転次数比 

ｒｐｍトラッキン

グ 

カラーコンター 

キャンベル 

定幅トラッキング アナログ ○ × 不要 低い 

ＦＶアンプの追

従性によるが、

余り良くない 

定幅トラッキング 

（３D表示） 

回転次数比 

ｒｐｍトラッキン

グ 

カラーコンター 

キャンベル 

定幅周波数 

トラッキング 

（基本的に定幅と同

じ） 

アナログ × × 不要 × × 

周波数トラッキン

グ （３D表示） 

ＦＦＴ２Ｄ 

ｒｐｍトラッキン

グ 

カラーコンター 

 

 

＊定比トラッキング解析のメリット：回転パルスをサンプリングクロックとして入力する必要があるが、解析結果を 

                      回転数（周波数）でなく回転次数で表示でき、精度も高い。 

 

＊定幅トラッキング解析のメリット：回転数をパルスで入力できない場合に使用、ＦＦＴで周波数から次数の抽出を 

                      行なうので、精度が悪い。リサンプル処理が不要なので、処理時間は若干早く

なる。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

２２ 

●参考：サンプリングレートの決め方の例 

 

 上限回転数：６０００ｒｐｍ／ｍｉｎで１２．５次の解析が必要な場合 

 

  ６０００／６０×１２．５＝１２５００（Ｈｚ）＝１．２５ｋＨｚ・・・周波数特性（ｆ特） 

  １．２５ｋＨｚ×２．５６倍＝３．２ＫＨｚ 

 

  ＊ＦＦＴの演算上、周波数特性の２．５６倍のサンプルレートでデータ収録を行なう必要があります。 

 

 

（４）後処理トラッキングオプションで可能なグラフ表示 

 

SpectraView後処理トラッキングオプションでは以下のグラフ表示ができます。 

 ｒｐｍ軸は設定により周波数表示も可能です。 
 

・トラッキング３Ｄグラフ 

・次数比分析グラフ 

・キャンベルグラフ 

 
 

①マルチ２グラフの例（ｒｐｍトラッキング、キャンベル線図） 
 
 
 

キャンベルグラフ 

振幅が大きい所

がひと目で分か

る 

rpmトラッキンググラフ 

振幅円： 

円の大きさは振

幅を表す 

Ｙ軸：周波数 

Ｘ軸：回転数 

斜め軸： 

回転次数 

Ｘ軸：回転数 

Ｙ軸：振幅 



 
 

２３ 

②マルチ３グラフの例（ｒｐｍトラッキング、回転次数比、キャンベル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③トラッキング３Ｄグラフの例（定比トラッキング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｘ軸：次数 

奥行：回転数軸 

高さ：振幅 

ｒｐｍトラッ

キンググラフ 

回転次数比 

グラフ 

キャンベル 

グラフ 

ｒｐｍトラッキン

ググラフ 

ｒｐｍ軸カーソル 

次数ライン 

振幅円：振幅

の大きさ 

Ｘ軸：回転数 

Ｙ軸：周波数 

Ｙ軸：振幅 

Ｙ軸：振幅 

次数 

回転次数比グラフ 
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